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経常収支比率の分析
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※１　本レーダーチャートは、当該団体と類似団体平均値より算出した偏差値をもとに
　　チャート化したものである。（偏差値は平均を100としている。）
　２　当該団体の八角形が平均値の八角形より内側にあるほど、歳出抑制等により財政
　　構造に弾力性があることを示している。
　３　類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類
　　した結果、当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
人件費：　人件費に係るものは、平成１９年度において３８．３％と類似団体に比べて高い水準にある。数値は、ほぼ横ばい
であるため、引き続き削減に努めていく。
物件費：　平成１８年度に実施した給食調理業務の委託化及び指定管理者制度の導入に伴う委託化を継続し実施したこと
や、平成１９年度に本格稼動した戸籍電算化などの影響もあり、物件費に係る経常収支比率は類似団体平均と比べて高水
準となっている。今後も引き続き、「集中改革プラン」で掲げる業務の効率化、低コスト化を推進し、公共施設における高熱
水費の削減、委託業務内容の縮減を行い、物件費の削減に努める。
扶助費：　他団体と比べて高齢化率が比較的低いこともあり、扶助費に係る経常収支比率は、類似団体平均を下回ってい
るが、年々上昇傾向にある。今後も少子高齢化対策をはじめ障害者福祉費等に関する扶助費の増加が見込まれることか
ら、他団体との比較による給付水準や市単独事業の見直し等の検討により適正水準に止めるよう努める。
補助費等：　平成１７年度から平成１８年度に補助金のゼロベースからの見直しを行い、その結果を平成１９年度に反映さ
せた経費削減、指定管理者制度の導入に伴う委託化の継続など、行政改革行動計画を推進し、補助費等に係る経常収支
比率は類似団体平均を下回っている。今後も定期的な補助金の見直しや各種団体への負担金の必要性、目的の達成度
等の確認を行っていく。
公債費：　臨時財政対策債の発行による償還費の増要因もあるが、大規模な建設事業に対する地方債の償還が終了した
ことや地方債発行の抑制の効果により公債費は減少傾向にあり、類似団体平均を下回っている。今後も大規模な事業の計
画等を明確にし、公債費負担の平準化に配慮した地方債の発行に対応していく。
普通建設事業費：　普通建設事業の人口１人当たり決算額は類似団体平均を下回っている。これは、市立保育園園舎の
改築や高機能消防指令センター設備の設置等の大規模事業が終了したことはあるものの、一般財源等の減少に伴う市の
厳しい財政状況が影響している。今後、教育施設の耐震化及び老朽に伴う改築工事、新清掃工場建設事業、区画整理事
業、県営畑地帯総合整備事業、道路整備事業の実施など大規模な建設工事が控えていることから、事務事業評価を反映
させた、緊急度・優先度に基づく厳しい事業の選択をし、健全な財政運営に努める。



人件費及び人件費に準ずる費用の分析
人件費及び人件費に準ずる費用

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

人件費 3,471,962 69,389 76,156 ▲ 8.9
賃金（物件費） 89,692 1,793 3,509 ▲ 48.9
一部事務組合負担金（補助費等） 36,178 723 6,459 ▲ 88.8
公営企業（法適）等に対する繰出し（補助費等） - - 922 -
公営企業（法適）等に対する繰出し（投資及び出資金・貸付金） - - 3 -
公営企業（法非適）等に対する繰出し（繰出金） 218,514 4,367 3,029 44.2
事業費支弁に係る職員の人件費（投資的経費） 86,599 1,731 1,632 6.1
▲退職金 ▲ 370,168 ▲ 7,398 ▲ 8,834 ▲ 16.3
合計 3,532,777 70,605 82,877 ▲ 14.8

参考
当該団体 類似団体平均 対比（差引）

人口1,000人当たり職員数（人） 8.47 8.23 0.24
ラスパイレス指数 100.6 97.3 3.3
ラスパイレス指数及び職員数に係る項目については、平成19年地方公務員給与実態調査に基づくものである（以降の項目について同じ。）。
なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、当該項目を「-」としている。

公債費及び公債費に準ずる費用の分析
公債費及び公債費に準ずる費用（実質公債費比率の構成要素）

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

公債費充当一般財源等額
（繰上償還額及び満期一括償還地方債の元金に係る分を除く。）

1,220,962 24,402 43,825 ▲ 44.3

満期一括償還地方債の一年当たりの元金償還金に相当するもの
（年度割相当額）等

- - 26 -

公営企業債の償還の財源に充てたと認められる繰入金 211,546 4,228 12,727 ▲ 66.8
一部事務組合等の起こした地方債に充てたと認められる補助金又
は負担金に充当する一般財源等額

94,961 1,898 4,402 ▲ 56.9

債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるものに充当する
一般財源等額

10,377 207 2,098 ▲ 90.1

一時借入金利子
（同一団体における会計間の現金運用に係る利子は除く）

- - 34 -

▲地方債に係る元利償還金及び準元利償還金に要する経費として
普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額

▲ 885,434 ▲ 17,696 ▲ 35,265 ▲ 49.8

合計 652,412 13,039 27,845 ▲ 53.2
平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない団体については、「-」としている（以降の項目について同じ。）。

当該団体決算額
（千円）

当該団体決算額
（千円）

歳出比較分析表(平成19年度普通会計決算) 千葉県 富里市

※参考　実質公債費比率及び起債制限比率の推移
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普通建設事業費の分析

普通建設事業費

当該団体(円) 増減率(%)(A) 類似団体平均(円) 増減率(%)(B) (A)-(B)

2,281,357 45,905 ▲ 17.2 70,792 ▲ 6.3 ▲ 10.9

うち単独分 1,846,190 37,149 ▲ 20.6 40,777 ▲ 3.2 ▲ 17.4

1,607,667 32,378 ▲ 29.5 50,864 ▲ 28.2 ▲ 1.3

うち単独分 1,052,732 21,202 ▲ 42.9 30,101 ▲ 26.2 ▲ 16.7

1,694,446 33,998 5.0 59,039 16.1 ▲ 11.1

うち単独分 1,138,019 22,833 7.7 34,986 16.2 ▲ 8.5

1,930,875 38,714 13.9 52,453 ▲ 11.2 25.1

うち単独分 1,650,589 33,094 44.9 30,509 ▲ 12.8 57.7

776,765 15,524 ▲ 59.9 48,408 ▲ 7.7 ▲ 52.2

うち単独分 655,186 13,094 ▲ 60.4 26,937 ▲ 11.7 ▲ 48.7

過去５年間平均 1,658,222 33,304 ▲ 17.5 56,311 ▲ 7.5 ▲ 10.0

うち単独分 1,268,543 25,474 ▲ 14.3 32,662 ▲ 7.5 ▲ 6.8
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